
  導入の背景

FX サービスの本番環境を 
仮想化基盤へ移行

　インターネットを活用した外国為替証拠金取引（FX）
サービスを展開するセントラル短資ＦＸ。資金・為替
の銀行間取引で 100 年以上の歴史を持つセントラル
短資グループの一員として、個人投資家や法人顧客向
けに質の高い FX サービスを提供している。

　FX サービスを提供するために同社は大きく 2 つの
システムを自社で構築・運用している。1 つは、個人
投資家や法人顧客が利用する FX 取引のシステムで、
口座数は 16 万 8,074 件、預り証拠金総額は約 619
億円（いずれも 2017 年 9 月現在）に達する。もう
1 つは、カウンターパーティー（大手銀行や証券会社
など金融機関）との接続用システムで、金融機関が作
成するレートからハウスレートを作成して顧客に提示
し、顧客の取引リスクをカバーしている。
　これらはいずれもビジネスと一体となったミッショ
ンクリティカルなシステムだ。取引時間中の障害や停
止は許されず、安定動作することが絶対条件となる。
また、I/O 要求も高く、特にカウンターパーティー

向けシステムでは、1 秒の間に 1,000 件を超えるト
ランザクションが発生する程だ。同社 インフラ運営
部 次長の清水 純氏は、システムに求められる要件と
現在の取り組みについてこう話す。
 「高い要求に応えるために、これまで 15 年近くオン
プレミス環境のベアメタルサーバで構築、運用してき
ました。ただ、事業が拡大しシステムの入れ替えスパ
ンが速くなる中で、よりスピーディにシステムを改善
していく必要が出てきました。そこで取り組んだのが
システムの仮想化です。サーバの調達やシステムの改
修を速めることで、事業ニーズに素早く応えようとし
ました」（清水氏）

  導入の経緯と選定理由

規模拡大で 
ハイパーコンバージドの魅力が低下

　2016 年に仮想化基盤として HCI を導入し、まず、
個人・法人向け FX システムについて、物理サーバの
仮想化への移行を開始した。ストレージ環境にはサー
バ内蔵ディスクをプール化して共有ストレージとして
利用できる SDS（Software Defined Storage）を採
用。ただ、いざ運用を開始してみると、様々な課題に
直面することになったという。
　まず、アップグレードに関する問題があった。採用
した SDS はハイパーバイザーと一体化しているため、
アップグレード作業は双方を更新する必要がある。ホ
ストは当時 8 台構成だったが、ホスト 1 台をメンテ
ナンスモードで停止してからサーバが再稼働するまで
に 2 〜 3 時間掛かった。
 「全てのホストをアップグレードすることに丸 1 日費
やすことがほとんどでした。ホストや仮想マシンへの
セキュリティパッチ適用なども大きな負担で、システ
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●	全てのホストをアップグレードする
ために、丸1日費やすことが度々あっ
た

●	不具合が発生した場合に何が原因
かの特定が行いづらくなっていた

●	特定の仮想マシンに負荷が掛かっ
ていたとしても、どこにどんな影響
が出ているかを把握することが難し
かった

導入の課題

●	メンテナンスの際、パッチ適用や
アップグレードを簡単にできるよう
になった

●	障害特定・切り分けが迅速化された
●	キャッシュ、インライン圧縮、重複排
除などの技術により、システムのパ
フォーマンスが向上した

導入のメリット

導入事例

セントラル短資FX株式会社 様
運用管理の負荷軽減と迅速なシステム拡張を実現！セントラル短資ＦＸが採用した
次世代コンバージェンスプラットフォーム Datrium DVX
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ノックス株式会社

ム更新に伴うメンテナンス作業で毎週土日がつ
ぶれてしまっていました。これからホストの数
が増えていくと、事業にも影響が出かねない状
況だったのです」（清水氏）
　トラブルシューティングの難しさにも懸念が
あった。比較的小さな環境なら全く問題ないが、
ホストの台数が増えていくと、不具合が発生し
た場合に何が原因かの特定が難しくなる。デー
タを格納する場所もサーバの中にあるので、
データだけ切り離して事業を継続するにはシス
テム的な工夫が必要だった。
　そのほか、パフォーマンスや安定性の面でも
将来への不安を抱えていた。内蔵ディスクとし
てフラッシュを搭載していたが、スケールアウ
トと共にパフォーマンスが向上するわけではな
い。また、特定の仮想マシンに負荷が掛かって
いたとしても、どこにどんな影響が出ているか
を把握することが難しかった。
　HCI はシンプルに管理できることが特長的だ
が、規模が大きくなるとその魅力が減少してし
まう。そこで、こうした課題を解消する製品と
して採用したのが、ノックスが提供するコン
バージェンスプラットフォーム「Datrium 
DVX」だった。

  導入の効果とメリット

高いパフォーマンスと管理性を 
両立させるアーキテクチャー

　Datrium DVX は、 米 Datrium 社 が 2016
年から提供している次世代型ハイパーコンバー
ジドインフラを構成するためのストレージソフ
トウェアだ。清水氏は、Datrium DVX の特長
を「内蔵 SSD を有効活用してパフォーマンス
を上げながら、管理をシンプルにすることがで
きるソフトウェアです」と説明する。
　Datrium DVX は、追加モジュール（VIB）
としてインストールするソフトウェアだ。
Datrium DVX を組み込んだホストでは、内蔵
ディスクへのリード／ライト処理が Datrium
ドライバにオフロードされ、キャッシュ、イン
ライン圧縮、重複排除などの技術を使ってシス
テムのパフォーマンスを向上させることが可
能。また、データ永続保管のために外部ストレー
ジを活用し、データ管理の効率を高められる。
　ノックスから Datrium を紹介された清水氏
は、米国での製品出荷前から製品評価に参加、
そのメリットを確認してきた。清水氏は、

Datrium の優れた点として、まず開発コンセ
プトの良さを挙げる。
 「サーバの内蔵 SSD だけで、ハイエンドのオー
ルフラッシュ製品のようなパフォーマンスを出
すことができます。『データが内蔵 SSD にだけ
格納される』、『トラブルシューティングが難し
い』という課題も、永続化のためだけに利用さ
れる外部ストレージで解消しています。非常に
すっきりしたコンセプトを持った製品だと感じ
ています」（清水氏）
　また、既存の設計情報や構成情報をそのまま
活用できる点もメリットだ。清水氏は Datrium
を導入する際、既存の 8 台のホストとほとん
ど同じ構成でもう 8 台を追加した。一方はこ
れまで通り HCI で管理し、新規に追加した 8
台は Datrium で管理するという構成だ。
 「新しい管理体系が追加されるわけではないの
で、これまで通りの運用手順を守ることができ
ます。メンテナンスの際も、HCI では難しかっ
たパッチ適用やアップグレードを簡単にできる
ように設計されています。作業工数は劇的に改
善し、日常業務の中でこなせるようになったこ
とで、土日の作業もほとんどなくなりました」

（清水氏）
　清水氏は、運用管理面での導入効果として「障
害特定・切り分けの迅速化」「メンテナンス作
業の効率化」「仮想統合によるコスト削減」な
どを挙げる。また、ビジネス面からも「サーバ
調達が速くなった」「開発のニーズに応えやす
くなった」と強調する。
　現在は、計 16 台のホスト上で個人・法人向
けサービスが提供されている。これまでトラブ
ルなく安定稼働を続けており、ノードを追加す
ることでパフォーマンスを向上させていくこと
も可能だ。

  今後の展開と製品への期待

仮想化基盤の活用に 
欠かせないツールに

　導入や運用では、ノックスや Datrium 社の
アドバイスも大いに役立ったという。Datrium
社の担当者が来日した際に、清水氏も抱えてい
る課題や必要な機能を丁寧にヒアリングされた
ことで、「自分たちの製品をよくしようとして
いることが分かりとても信頼できました」と振
り返る。
　また、ノックスはエンジニアも含めて熱心に
対応してくれたという。清水氏は「ノックスは
技術を分かっている方が多く、不明点や疑問点
をユーザー目線に立ち自発的に確認してくれま
した。運用に際して様々な相談に乗ってくれた
ので、大変助かりました」と高く評価する。
　今後は、仮想化への取り組みをさらに加速さ
せる予定だ。ベアメタルサーバが必要な I/O
要求の高いシステムを除き、基本的に仮想化環
境に集約していく計画だという。
 「現在は、ログ分析システムなどの移行を進め
ています。仮想サーバを並列分散処理させたり、
重複排除を行うことで少ない容量で済ませたり
と、仮想化のメリットを享受しているところで
す。Datrium はこうした仮想化基盤をうまく
使うための欠かせないツールです」（清水氏）
　Datrium DVX を使って、仮想化基盤や HCI
の課題を解消したセントラル短資ＦＸ。清水氏
はノックスの協力をあおぎながら、今後も
Datrium 活用の場を広げていくことを考えて
いるという。高いパフォーマンスと管理性を両
立させる同製品は、同社の今後のビジネス拡大
に欠かせない基盤になろうとしている。
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課題
・メンテナンスが困難
・問題発生時のトラブルシューティングが困難

Datrium基盤
高いパフォーマンスと管理性を両立
・通常の仮想環境としてメンテナンスが容易に
　実施可能
・性能拡張が容易：サーバ追加または SSD 増強
・効率的なデータ保管も実現：重複排除 ・圧縮

導入事例
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